
2025 年 9 月 14 日 

若手学会発表賞について 

 

第 72 回日本栄養改善学会学術総会  

           学術委員長  髙田 和子 

 

本大会において、若手学会発表賞（示説発表）を分野ごとに選考し、厳正なる審査の結果、下記の 9 名が 

選ばれました。今後、ますますのご発展を祈念いたします。 

 

記 

山口 響生 （中部大学大学院） 

「麦芽かすの食品機能性評価―未利用資源の有効活用を目指して―」 

 

植田 優一 （東京農業大学大学院） 

「鉄欠乏ラットの骨密度および骨形成関連遺伝子発現に及ぼす性差の影響」 

 

太田 鈴乃 （中部大学大学院） 

「高食塩食が食物アレルギー症状を悪化させる機序の解明―免疫機能、腸管バリア機能及び腸内細菌叢への

影響―」 

 

西田 依小里 （お茶の水女子大学大学院） 

「食品ロス削減に向けた売り切れに対する食品小売業者の考えの質的研究」 

 

中畑 みさき （医薬基盤・健康・栄養研究所） 

「幼児のスクリーンタイムと生活習慣との関連―栃木県子どもと家族の実態調査を用いた横断研究―」 

 

上江洲 恵梨 （大阪公立大学大学院） 

「幼児における菓子類の摂取量が栄養素等摂取量に及ぼす影響と栄養学的評価」 

 

大曽根 由実 （東京都健康長寿医療センター研究所） 

「食品摂取の多様性スコアの改良に向けた検討―構成食品群および得点化の観点から―」 

 

不破 愛菜 （長野県立大学） 

「長野県の災害支援体制構築におけるキッチンカーの役割の明確化に向けた検討」 

 

横田 智美 （神奈川県平塚保健福祉事務所） 

「スーパーと連携した地域高齢者のフレイル・低栄養対策の取組～POP 等を活用した普及啓発とその効果～」 

 

以上 


